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●この製品|よ、一般家庭で乳幼児を乗せ、外気浴、日光浴、

買しヽ物などに使用するための
一人乗り乳母車 (ベビー

カー)で す。

●対象年齢 i生後7カ月以上満2歳 まで

●望まししヽ連続使用時間 il時 間以内

●組み立てる前に、裏表紙 「品質保証書」に次の項目を記

入してください。

●LOT NO.(後脚後ろ側に貼つてあるシ
ールに記載され

てしヽます。)
。お客様のお名前 。こ住所 。電話番号

●販売店名

●製品を使用する上でご理解いただきたしヽ警告および注意

事項を記載してしヽます。製品を安全に正しくお使しヽしヽた

だき、危書や損害を末然に防止するためのものです。こ

こに記載した内容を無視した場合、お子さまおよび保護

者の方が重大な傷書を被る恐れがあります。よくお読み

の上、製品をこ使用くださしヽ。

●注意事項|よ、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示す

るために、誤つた取り扱しヽを生じることが想定される内

容を 「警告」「注意」の2つ に区分してしヽます。しヽすれも

安全に関する重要な内容ですので必す守つてくださしヽ。

●お守りしヽただく内容の種類を次の表示で区分し説明して

しヽます。

字L幼児が落ちたリベビーカー

●ロックがかかつている

開閉ロックが下がつて

間に空きがない。

●ロツクがかかつていない

開閉ロックが上がって間に

空きがある。

●開閉構造が確実にかかつていること (完全に開しヽた

状態であるか)を 確認してから使用してくださしヽ。

●階段 ・エスカレータ
ー ・段差等のあるところで|よ

使用しなしヽでくださしヽ。また、砂場/砂 浜/河 原

/ぬ かるみ等の悪路では使用しなしヽでください。

ベビーカーが転倒して乳

●ベビーカーに同時に二人以上の乳幼児を乗せた

り、乳幼児をシート以外のところに乗せなしヽでく

ださしヽ。

0こ 使用中に八ン ドルによりかかつたり、過度の荷

重をかけなしヽでくださしヽ。



が折りたたまれる恐れがあります。

●字L幼児を乗せたままベビーカーを持ち上げなしヽで

くださしヽ。手がすべつたり、フロントガードがは

すれたりする恐れがあります。

●破損/異 常が発生した場合は、必す修理を受けて

ください。そのまま使用しますと、重大な事故に

つながる恐れがあります。当社のお客様相談室に

ご連絡くださしヽ。

乳幼児が落ちる恐れがあります。

●股ベル ト・腰ベル トを必す締めて使用してくださしヽ。

●乳幼児をベビーカーの中で立たせなしヽでください。

幼児が落ちる恐れがあります。

●乳幼児を乗せているとき、カゴ以外のところに荷

物を乗せたり、つるしたりしないでくださしヽ。

●ベビーカーは空車であつても坂の途中/車 道に近しヽ

歩道上など危険な場所に放置しなしヽでください。

ベビーカーが動き出したり

転倒する恐れがあります。

●乳幼児や荷物を乗せたときには、ストッパーを過信しな

いでください。

●乳幼児を乗せたまま、

ださい。

ベビーカーから離れないでく



●シートを取りはすしたまま字L幼児を乗せないでくださしヽ。

すき間に手や足等をはさむ恐れがあります。

●幼児、子供にベビーカーを操作させなしヽでください。転倒や思わぬ事故につながります。

●ベビーカーの開閉やリクライニング操作時には他人に触れさせなしヽでください。

指をはさんだりする恐れがあります。

●空車であつてもフロントガ
ードを持つて持ち運ばなしヽでください。ベビ

ーカーが急に折りたたまれた

り、フロントガードがはすれたり、手がすべつて落下する恐れがあります。

●フロントガードの片側をはすした状態でフロントガ
ードを引つばつて使用したり、8、りまわしたりし

ないでくださしヽ。破損の恐れがあります。

●フロントガードには過度の力を加えないでください。また必要以上に広|ザたりしなしヽでください。

●乳幼児を乗せる以外の目的で使用しないでくださしヽ。目的外の使用では破損等の恐れがあります。

●ベビーカーに大人が腰かけたり、過度な荷重を加えないでくださしヽ。破損、故障の原因となります。

●ベビーカーを押すときは歩いてくださしヽ。走るとキャスタ
ーの動きが悪くなつたり、事故につながる

恐れがあります。

●買しヽ物カゴには5kg以 上の荷物を入れなしヽでくださしヽ。破損の原因となります。

●踏切を渡るときはできるだけ線路に直角に進んでくださしヽ。ななめに渡ると車輪をとられたり線路の

溝に車輪がはさまる恐れがあります。

●雪が積もつているところや凍結したところなどすべりやすしヽ路面では使用しないでくださしヽ。

ベビーカーだけでなく保護者も転倒する恐れがあります。

●風の強いときには使用しなしヽでくださしヽ。勝手に動き出したり、転倒する恐れがあります。

●雷のときは使用しなしヽでください。落雷の恐れがあります。

●火の近くや高温になる場所での放置、保管は避けてくださしヽ。故障、変形の原因となります。

●荷物等を重ねたり、圧力が加わるような状態で保管しないでくださしヽ。故障や変形の原因になります。

●危険ですからむやみに改造、分解をしなしヽでください。

●こ使用の前に、ネジやナットがゆるんでなしヽかチェックしてくださしヽ。

ゆるみが発生した場合ただちに使用を中止して必すお客様相談室までこ連絡くださしヽ。そのまま使用

しますと,重 大な事故につながる恐れがあります。

0



箱の中には次のものが入つてしヽます。箱を開けた

ら全て揃つてしヽるか確認してください。

●ラプティ本体

●買い物カゴ

●ガードカバー

●ガードキャップ (左右各1個)

0幌 タイプ日除け (LM-439の み)

(LM‐379/LM‐329は 本体に取り付けられてしヽま

す。)

●ショルダーストラップ

●股ベルトカバー (LM-439/LM‐379)

●ピクエックトレー (LM-439/LM‐379)

●コンビラプティ取扱説明書 (本書)

八ンドルグリップ

差し込みパックル

アームレスト

ロックレバー(内側)

フロントガード

キャスターロックレパー

フック

リクライエングベルト

ホック

ラプティCX ラプティ

LM-439 LM-379 LM‐439 LM-3フ 9 LM‐329

肌にやさしい素材シート生地 ○ ○

UVケ ア日除け生地 ○ ○ ○

大 型 車 輪 ○ ○ ○ ○

ヒロー レスシー ト ○ ○ ○ ○

ヒロー レス ピロー ○ ○

ピクエ ック トレー ○ ○ ○ ○

ガ ー ド カ パ ー ○ ○ ○ ○ ○

日除けジョイント

(日除け側)

日除けホルダー

(本体側)

シー膨ベルト

(腰ベルト・股ベルト)

オープンボタン(外側)

開閉ロックブラケット

ストッパー(左右)

〔LM-439〕

日除け

ヒローレスピロー

日除けレバー

日除けジョイント

日除けホルダー(本体側)

ピクエックトレー

(LM‐439/LM‐ 379)

ショルダーストラップ

股ベルトカバー

(LM-439/LM-3フ 9)

ガードカバー

リクライエングメミックル



●開閉ロックがかかつてしヽなしヽときには、そのまま使用しなしヽでくださしヽ。急に折りたたまれる恐れがあります。

○ロックされてしヽる (走行のとき)       ○ ロックが解除されてしヽる (折りたたむとき)

開閉ロックが下がつて

間に空きがない。

開閉ロックが上がつて

間に空きがある。

●手元ロックスライダーを必すロックして使用してくださしヽ。無意識に折りたたみレバーを握つたときなど、

に折りたたまれる恐れがありまづ。

●ベビーカーを開くときは他の人に触らせないでくださしヽ。手をはさむ原因となります。

●子供にベビーカーを操作させなしヽでくださしヽ。転倒や思わぬ事故につながる恐れがあります。

●八ンドル中央の手元ロックスライダーを右にスライドさ

せ、ロックを解除します。

0折 りたたみレバーを矢印方向に押します。

00の まま八ンドルグリップを持ち上|ザるようにしますと

開きはじめます。

よリスムーズに開くために、ベビーカーの車輪を地面に

押しつけながら折りたたみレバーを握つてくださしヽ。

ベビーカーを持ち上げて開こうとしますと、レバー操作

が固くなることがあります。

0八 ンドルグリップが左右平行になるまで矢印方向へ押し

下げます。

車体を開しヽたとき、八ンドルグリップが折れまがつてしヽ

る場合は、再度折りたたみレバーを0の ように押したま

ま八ンドルグリップがまつすぐになるまで手前に引しヽて

ください。

0手 元ロックスライダーを左にスライドさせ、回ックしま

す。

手元ロックスライダー

0折りたたみレブい



フロントガー ドを開くとお子さまの足が引つかからす乗せ降ろしが楽にできます。

●フロントガードに関係なく、お子さまを乗せるときには必すシートベルトを締めてください。フ回ントガ
ー

ドはお子さまの抜けだしや立ち上がりを防止するものではありません。

●ガードキャップを取はすしたまま放置しないでください。お子さまが飲み込んで窒息する恐れがあります。

●オープンボタンはお子さまには操作させなしヽでください。落下等の恐れがあります。

●フロントガードまたはガードキャップは確実に取り付けてください。取り付けが不完全な場合、お子さまが

指をはさんだリガード穴に指を入れたりしてけがをする恐れがあります。

●フロントガードの片側をはすした状態でフロントガードを引つばつて使用したり、石ヽりまわしたりしなしヽで

くださしヽ。破損やお子さまのけがの原因となります。

●フロントガードには過度の力を加えなしヽでください。また、必要以上に広げたりしなしヽでくださしヽ。故障や

破損の原因となります。

●フロントガードを本体に取り付けるときには、ネジが見えるほうを下にして取り付けてください。

●フロントガードをつかんでベビーカーを持ち運ばないでくださしヽ。手がすべつたり、フロントガ
ードが抜け

落ちる可台留性があります。

●フロントガードは、ネジが見えるほうを下にしてアーム

レスト先端の穴に差し込みます。

確実に固定されたか引つ|ざつて確認してくださしヽ。

●アームレスト先端内側の回ックレパーを矢印方向にスラ

イドさせます。

0同 時に外側のオープンボタンを押しながら、

0他 方の手でアームレストからフロントガードを引き抜き

ます。

0手 を放せばフロントガードは自然に下がります。

フロントガードをはすしてご使用になるときには、必す

付属のガードキャップでフタをしてください。ガード

キャップをはすすときはフロントガードをはすす要領で

抜き取ります。

●フロントガードにガードカバーをかぶせ、マジックテー

プをあわせます。

0オ ープンボタン

●ロックレノい

ガードキャップ

ガードカパー



ここでは、股ベルトと腰ベルトを合わせてシートベルトと呼びます。

お子さまを乗せるときは必すシートベルトを締めてください。

またシートベルトを締めていても、万一の抜けだしや、立ち上がりに対しては十分注意してください。

●右図の● 部のボタンを押すと左右の差し込みパックルが抜

けます。シートベルトを締めるときは股ベルトのパックルに  腰
ベルト

左右の差し込みパックルを確実に差し込んでくださしヽ。また  差 し込みパックル

腰ベルトを引つばつてはすれないか確認してください。

●長さ調整のときに差し込みパックルを取り|よすした場合は、

右図のとおりに確実に取り付けてくださしヽ。

●ベビーカー使用時には、股ベルトに股ベルトカパーを取り

付けてくださしヽ。

構造上はすれやすい部品です。紛失には十分ご注意ください。 股ベル トカパー

ボタン

股ベルト

●お子さまを乗せるときには必すシー トベル トを締めてください。締めすに乗せるとお子さまが落ちる

恐れがあります。

●できるだけたるみを取つてしつかりと締めてください。

●ベビーカーを開くときは他の人に触らせないでください。手をはさむ原因となります。

●子供にベビーカーを操作させないでくださしヽ。転倒や思わぬ事故につながる恐れがあります。

●トレーの上に乳幼児・子供・大人が乗つたり、3kg以 上のものを乗せるなどの過度な力を加えなしヽで

ください。転倒や思わめ事故の原因となります。また、破損の原因となります。

●トレーをつかんで持ち運ぶことは、お子さまを乗せてしヽるときはもちろん、空車のときであつても避

けてください。破損の原因となります。また、 トレーがはすれたりすると危険です。

●必すトレーを確実に取り付けた状態でこ使用ください。取り付けが不完全ですと、お子さまがけがを

する恐れがあります。また、 トレーの破損の原因となります。

●ベビーカーでの移動の際には、トレーの上におもちゃや食べものなどのものを置かなしヽでください。

トレーに置いたものが転がつたり、落ちたり、食べものをこぼす原因となります。

トレーつけ根の突起部をアームレスト上面前端の穴に差し

込みます。確実に固定されたか軽く引つばつて確認してく

ださい。

6ペ ージのフロントガードの使い方の要領で、アームレス

トの内側と外側の2ヵ所のボタンを同時に操作し、 トレー

を片側すつ引き抜きます。トレーをはすした後は、フロン

トガードまたは付属のガードキャップを必す取り付けてく

ださい。



●股ベルトから腰ベルトをはすします。

0シ ート前端部の袋状の部分をベース座面からはすし、

シート裏面とベース座面をとめているフアスナーをはす

します。

0八 ンドルパイプ左右2ヵ所のホックをはすします。

0背 もたれ左右2ヵ所のホックをはすします。

0フ ックを上に引き抜いて、シートをはすします。洗濯の

際は背板とウレタンシート (LM-439/LM-379)を 抜

き取つてください。

0洗 濯をした際はあらかじめ背板とウレタンシート (LM―

439/379)を シートに入れます。

●背もたれ左右の0の フックを上からかけ、0の ホックをと

めます。

Cの ホックはリクライエングベルトの上からかぶせるよ

うにとめます。

0シ ート裏側とベース座面のファスナーをとめ、股ベルト

を着脱シートの穴に通します。

0シ ート先端部の袋状の部分をベース座面にかぶせます。

0フ ック

0ホ ック

0ホ ック

0袋状部分

0股ベルト通し穴

0ファスナー

ベース座面

ヒローレスピローは、ベビーカーからの振動や首のすわりの不安定なお子さまの頭をサポートし、楽な姿

勢をとることができます。

●シート裏側上部のホックを|ますします。



●お子さまや荷物を乗せたときにはストッパ
ーを過信しなしヽでくださしヽ。ストッパーをかけていても動

き出したり、転倒する恐れがあります。

●お子さまを乗せたままベビーカ
ーから離れなしヽでください。また、ストッパ

ーは左右ともかけて使用

してくださしヽ。ベビーカーが動き出したり転倒する恐れがあります。

●空車であつても、ベビーカーから離れるときは必す左右ともストッパ
ーをかけてくださしヽ。ストッ

パーのロックが不完全ですと動き出すことがあります。

●後車輪左右の内側にあるストッパ
ーを下におろせばス

トッパーのロックがかかります。ベビーカ
ーを軽く前後

に動かして、ストッパーが正しくかかつているか確認し

てくださしヽ。

●解除するときは、ストッパーを上げてください。
ロック

キャスターを使用すると、方向転換が楽にできます。

プリマノーヴアのキャスターは、プレロック機構 (固定位置を合わせなくてもキャスタ
ーがロックされる

機構)付 きです。

キャスターロックレパーを下げればロックが解除され、車

輪が自由に動き、方向転換が楽になります。

●キャスター回ックレパーを上げます。このとき、キヤス

ターはどの方向を向しヽてしヽても構いません。

0ベ ビーカーを多少前にベビーカーを押すと自然に固定位

置でロツクされます。

ストップ



●ベビーカーを押しながらリクライエング操作をしなしヽでくださしヽ。非常に危険です。

●お子さまを乗せたまま操作するときは、急にリクライエング角度が変わらなしヽように十分ご注意くだ

さしヽ。

リクライエングバックルを起こしながら左に移動させま

す。お子さまを乗せたまま操作するときは、他方の手でお

子さまの体重を支えてくださしヽ。

リクライエングベルトを右に引つばります。

リクライエングパックル

リクライエングベルト

●ベビーカーをひろげて使用するときに|よ、必す買しヽ物カゴに収納してくださしヽ。障害物等に引つか

かつて転倒の恐れがあります。

●タイヤが汚れてしヽるときショルダーストラップを使用しますと、衣服を汚すことがありますので、使

用する前に、汚れを落としてください。

●混雑した場所では、他人の迷惑になることがありますので使用しなしヽでくださしヽ。

ベビーカーをひろげた状態で取り付けます。

●ショルダーストラップ下端のパックルをベビーカーの

座画裏側の固定ベルトに通し、図のようにとめます。

(文字のある側が表です。)

0シ ョルダーストラップの上端の2本のベルトを図のよう

に八ンドルグリップに巻き、ホックでとめます。この

とき、ストラップがねじれなしヽように取り付けてくだ

さい。

このとき、「左右の八ンドルグリップに分ける」「右側

にまとめる」「左側にまとめる」という取り付け方がで

きます。肩にかけやすしヽ位置に取り付けてくださしヽ。

0ベ ビーカーを折りたたみ、肩にかけやすしヽ長さにバッ

クルで調節します。

0シ ョルダーストラップを使用しなしヽときは、八ンドル

グリップからはすし、買しヽ物カゴの中に収納してくだ

さい。このとき、三角形のパックルを買しヽ物カゴ上端

にかけておくと再び使用する際、取り出しやすくなり

ます。

●

0

0



●5k宮以上の荷物はのせないでください。破損の原因となります。

●角のとがつたものや、容積の大きしヽものはのせなしヽでくださしヽ。カゴの変形ややぶれの原因となります。

●ベビーカーを折りたたむときは、荷物を取り出してくださしヽ。ベビ
ーカーの破損や荷物のつ8 れヽの原

因になります。

●カゴ後部左右の固定用フックをアームレスト後部の腰ベルト後端

の筒状のすき間に上から差し込みます。

0カ ゴ前部の固定用ベルトをシート側部のアルミフレームにホック

で左右とも固定します。

●できるだけカゴ底に均等に荷重が加わるように乗せてくださしヽ。

●荷物の出し入れはカゴの後ろ側から行つてくださしヽ。

●保管の際には、日除けの変形を防ぐため、横向きにねかせたり、上

に荷物を重ねたりしなしヽでくださしヽ。また、高温になる場所での保

管もおやめください。

日除けジヨイント凹部

日除けジョイントを内側にひねると日除けは取りはすせます。取り

付けるときは日除けジョイントの凹部を下にして、日除けホルダ
ー

にあて外側に回転させるようにして取り付けます。

日除けの角度は調節できますが、日除けを下ろしたままお子さまを

乗せなしヽでくださしヽ。破損の原因になるだけでなく、お子さまもた

いへん不快です。

〔取り付けるとき〕

0日除けジョイントを日除けホルダーに差し込みます。ツメがか

かつてロックされます。

0左 右各2個のホックをとめます。

0日 除けを前にひろ|ザ、

0日 除けレパーの関節部を押し下|ザ日除けを張ります。

ベビーカーを折りたたむとき

0日除けレパーの関節部を押し上げ、

0日除けを後ろ側にまとめます。

0の ホックをはすし、

0差 し込み部分のツメをはすしながら引き抜きます。

●日除けジヨイント

日除けホルダー



●手元ロックスライダーは折りたたみ後、必すロックしてくださしヽ。また、折りたたみ操作時以外は握らないで

くださしヽ。ベビーカーが急に開く恐れがあります。

●手元ロックスライダーをすらさすに折りたたみレバーを握らないでくださしヽ。無理に握ると破損する恐れが

あります。

●何かに引つかかつていたり、はさみ込まれている感じがあつた場合には、一度開いて原因を確認してくださ

しヽ。無理に折りたたむと破損する恐れがあります。

●折りたたむ前に、買い物カゴに何も入つてしヽなしヽことを確認してください。ベビーカーの破損や荷物のつぶ

れの原因となります。

0キ ャスターを固定し、背もたれを起こし、LM-439は 日

除けを後ろ側にまとめ、LM-3フ9/LM-329は 日除けを

前に倒します。

0手 元ロックスライダーをすらし、ロックを解除します。

0折 りたたみレパーを握りながら、後車輪を支点にして矢

印方向に後ろに引き倒すと折りたためます。

00で 折りたたみが不完全な場合八ンドルを内側に閉じ、

下に向かつて、押しつけロックします。

0手 元ロックスライダーを左にスライドさせてロックしま

す。

0

0

●火の近くや夏期の車内等高温になる場所での保管はさけてくださしヽ。また荷物を重ねたり、圧力が

加わるような状態で保管しなしヽでくださしヽ。故障や変形の原因となります。

●直射日光をさけ、湿気が少なく雨やほこりがかからなしヽ場所に立てて保管してください。屋外で保管する場合はカバー

をかけることをおすすめします。

●車のトランクに入れて運ぶ場合は、買しヽ物カゴを下にしてねかせてくださしヽ。



●シー ト、ガードカパー、ヒローレスピロ
ーおよびLM‐

439/LM-3フ 9の股ベルトカバーの洗濯

丸洗しヽできますが、以下の点にこ注意ください。

●背板とウレタンシートはあらかじめ抜き取つてくださ

い。また、シー トの洗濯表示に従つて洗濯してくださ

し`。

●洗濯機を使用する場合は40℃ 以下の液温で、弱水流で

洗つてくださしヽ。

●通常の洗濯用洗斉」が使用できますが、漂白斉」や漂白剤入

りの洗剤は使えません。使用する洗剤の注意書きもよく

お読みくださしヽ。

●長時間つけ置きせす、短時間で洗しヽ上|ザてくださしヽ。

色落ちの原因となります。

●十分すすぎ、軽く脱水した後、形を整えて平干ししてく

だしヽ。

●乾燥機の使用やドライクリーニングはできません。

●日除け、買い物カゴの洗濯

●ブラシ等を使用し40℃ 以下の液温で手洗いしてくださ

しヽ。よくすすいだ後、乾しヽた布で水分をな、き取り、陰干

ししてくだい。

※製品の特性上若千色あせすることがあります。

※洗濯の際は天然脂肪酸をベースとした成分で、蛍光剤 ・

漂白剤 ・酵素などを含まなしヽ 「コンビおむつ
・肌着洗

しヽ」をおすすめします。また、快適にお使しヽしヽただくた

めに、こまめに洗濯することをおすすめします。

●車輪やプラスチック部品及び金属部品の汚れは、水を含

ませよくしぼった布でなヽき取ります。汚れがひどしヽとき

は、薄めた中性洗斉」を含んだ布でS しヽヽた後、水を含ませ

よくしぼつた布でS、き取り洗剤分が残らなしヽようにしま

す。

●きしみが発生したり、作

動が鈍くなつて注油が必

要と思われる場合は、必

す潤滑油を少量お使いく 嵩ス腸 |け,

ださしヽ。多すぎるとほこ

りが付きやすくかえって

機能を低下させます。注

油箇所の泥や汚れはあら

かじめ8、き取つてくださ

しヽ。なお右のイラス ト箇

所には注油しないでくだ

さい。作動不良を起こす

原因となります。

フロント
ガードの

取り付け部

開閉ロック

付近

キャスター回転部

●ご使用申に車体の破損、異常、ネジのゆるみやシ
ート及びシートベルトにやぶれ ・ほつれ等が発生した場合や、部品の交

換または修理が必要な箇所を発見した場合、直ちに使用を中止してお客様相談室までご連絡ください。そのまま使用しま

すと、重大な事故につながる恐れがあります。お問しヽ合わせの際|よ、後脚後側に貼つてあるシ
ールをご覧になつて機種名

をお知らせくださしヽ。

お客様相談室 〒 339 埼 玉県岩槻市釣上新田2アl    TEL.(048)フ 97‐1000  FAX.(048)フ 98-6109

(西日本担当)〒 542 大 阪府大阪市中央区南船場2-1‐10 TEL,(06)263-4031   FAX.(06)263-4533

●ネジ類のゆるみ、部品の欠損及び作動不良等の異常がないか適時点検してください。

●危険ですからむやみに改造や分解はしないでくださしヽ。

●お手入れの際に取り外した商品は、本書をよく読み正しく取り付けてくださしヽ。取り外したままですとお子さまが危険で

す。

●本製品の修理/部 品販売の際は、まつたく同じ部品がなしヽことがあり、色や仕様が若干異なることがありますので、あら

かじめご了承くださしヽ。製品使用上は差し支えありません。 “
■


